
 

 

 

物  質  名 チオウレア ＤＢ－21 

別  名 チオ尿素 
チオカルバミド 

CAS 番号 62-56-6 
PRTR 番号 第 1 種 181 
化審法番号 2-1733 

構 造 式 

 

分子式 CH4N2S 分子量 76.12 
沸点 減圧条件下 150～160℃で昇華 1) 融点 176～178℃ 4) 
蒸気圧 2.8×10-3 mmHg（25℃）1) 換算係数 1 ppm = 3.11 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） －1.08 3) 水溶性 142 g/L（25℃）5) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性   発発発がががんんん性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ラット 経口 TDL0 4 mg/kg 6)  
 ラット 経口 LD50 125 mg/kg 6)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・マウス及びラットに 0、1.72、6.88、27.5 mg/kg/day をマウスには 2 年間、ラットには生涯（最

長 3 年間）にわたって飲水投与した結果、ラットの 27.5 mg/kg/day 群で体重増加の有意な抑

制及び甲状腺の腫脹を認めた 7,8) 。この結果から、LOAEL は 27.5 mg/kg/day、NOAEL は 6.88 
mg/kg/day であった。 

・ラットに 0、100、250、500、1,000、2,500、5,000、10,000 mg/kg/day を 2 年間混餌投与した結

果、100 mg/kg/day以上の群（用量は特定されていない）で 29匹が 2年間生存し、2,500 mg/kg/day
以上の群の全てが 17 ヶ月目までに死亡した。また、1,000、10,000 mg/kg/day 群で甲状腺濾胞

上皮細胞の過形成がみられ、100 mg/kg/day 以上の群（用量は特定されていない）の 14 匹で

は肝細胞腺腫も発生した 9) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ ラットに 0、5～500 mg/kg/day を 24 ヶ月間混餌投与した結果、35 mg/kg/day 以上の群で精子

形成の減少及び休止、甲状腺及び他の器官への影響（詳細不明）がみられた 9)。 
・ラットに 0、0.2％の濃度で飲水に添加して妊娠 1 日目から 14 日目まで投与した結果、0.2%群

の仔で成長遅延、神経系及び骨格の奇形がみられた 10) 。 
・雌ヒツジに 0、50 mg/kg/day を 2、4、6 ヶ月間経口投与した結果、50 mg/kg/day 群（どの暴露

期間か不明）で流産、死産、出生仔の虚弱または低体重、難産及び胎盤の停留がみられ、ま

た甲状腺機能低下もみられたが、症状の程度は妊娠段階に依存していた 11) 。 
・雄の仔ヒツジに 0、50 mg/kg/day を 3.5 ヶ月間経口投与した結果、甲状腺機能低下が誘引され

たことからヨウ素欠乏症が現れ、成長遅滞及び性的成熟の阻害が生じ、触診で小さな睾丸と

交通性陰嚢水腫を認めた。また、甲状腺機能の低下した仔ヒツジで睾丸重量の有意な減少を

認め、睾丸で精細管の基底膜が薄く、管は空洞であり、セルトリ細胞は未熟で機能不全であ

り、血漿中のテストステロン濃度は検出できなかった 12) 。 
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ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・ロシアで本物質の製造業で雇用され、0.6～12 mg/m3 に 9.5±1.1 年間の暴露を受けた労働者 45
人及び暴露を受けていない 20 人を対象とした疫学調査で、甲状腺ホルモン T4 及び T3 濃度

の有意な低下を認め、労働者 45 人中 17 人の甲状腺で過形成がみられた。なお、労働者 45 人

のうち、73%が 5 年以上暴露を受け、54.5%が 40 歳以上であった 13)  。この結果から LOAEL
は 0.6 mg/m3 であった。 

・本物質及び本物質の化合物の使用及び製造に関連した接触性皮膚炎の症例報告があり、多く

はジアゾ感光紙及び他種類のコピー用紙の抗酸化剤として使用された場合であり、いくつか

の症例で紫外線に対する感受性の増加（光接触皮膚炎）がみられた 14) 。 
・本物質の化合物を 423 人にパッチテストした結果、わずかに 5 人でアレルギーが誘発された

16)。 
・ゴム製造の加硫の過程で促進剤として使われる本物質の派生物はウェットスーツ、水泳用ゴ

ーグル、防護用手袋、靴等の製品に含まれており、アレルギー性接触皮膚炎を起こしたとの

報告がある 15,16) 。 
・本物質とレゾルシノールを使用している英国 Wickham 地方の繊維工場で勤続 6 年以上の労働

者 539 人のうち 4 人で甲状腺機能低下がみられた。甲状腺機能低下の罹患率は Wickham 地方

の都市部及び農村部の成人男性で 1/1,000 未満、成人女性で 19/1,000 であるのに対し、男性労

働者では 1/1,000 よりも高く、女性労働者では 19/1,000 よりも顕著に低かった。なお、ベンチ

レーション排出口での濃度は、本物質で 5 µg/m3、レゾルシノールで 20 µg/m3 であった 17) 。

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：3 18) 

実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠ないため、IARC 評価では 3（ヒトに対す

る発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH  －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 6.9 mg/kg/day（体重増

加の抑制及び甲状腺の腫脹）を暫定無毒性量等に設定する。 
 吸入暴露については、ヒトの知見から得られた LOAEL 0.6 mg/m3（甲状腺ホルモン T4 及び

T3 濃度の低下）を採用し、暴露状況で補正して 0.12 mg/m3 とし、さらに LOAEL であるために

10 で除した 0.012 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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